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　　環境理念

　　行動指針

　　　　（１） 事業活動における環境負荷への配慮
　　　　　　・事業活動を行う上で、電気、ガソリン、軽油等の消費の削減等を意識し、

環境への負荷の軽減に努めます。

　　　　（２） 廃棄物の削減
　　　　　　・事業活動に伴う「ムリ」「ムダ」「ムラ」の削減を意識し、一般廃棄物、産業廃棄

物等の廃棄物の削減に努めます。

　　　　（３） 水使用量の削減
　　　　　　・水道使用時の水量を削減を意識し、総排水量の削減に努めます。

　　　　（４） 環境関連法規制の遵守
　　　　　　・事業に関する環境関連法規制等を遵守します。

　　　　社員全員がこの環境経営方針を認識し、全員でEA21に取組んでいきます。
　　　　PDCAを回すことにより、環境経営の継続的改善に努めます。

制定：2020年７月１日
株式会社髙畑
代表取締役　髙畑　雅彦

　　　　　株式会社髙畑は、製造業に携わる事業者として、人と自然を大切にし、
　　　　よりよい地球環境の創造及び地域社会に貢献することを目指すため、
　　　　環境経営方針を定め、以下の事項について積極的に環境活動を推進する。

環　境　経　営　方　針
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（１）　事業者名 株式会社　髙畑
　　　　　
　　　　　代表取締役　 髙畑　雅彦

（２）　所在地

〒　 577-0808　大阪府東大阪市長田中2-2-30
長田エミネンスビル5階

〒　 877-0061　大分県日田市石井町3-800

　　　　　東京営業所　 　 〒　 114-0002　東京都北区王子1-14-16プレド王子５階

（３）　環境保全関係の担当者連絡先

　　　　　環境管理責任者　：　 小西　規夫
　　　　　連絡担当者　　　　：　 小西　規夫
　　　　　連絡先　　 ＴＥＬ：06-6748-3231　FAX：06-6748-3234

（４）　事業規模

　　　　　資本金　 3,000万
　　　　　社員数　 名 （本社：1３名、九州支店：２3名、東京営業所：４名）
　　　　　売上高　 130,432万円

（５）　事業内容

金属製品・樹脂製品・クッションの製造・販売

（６）　環境年度

　　　　　期首：　2月　　期末：　1月（事業年度）

（７）　認証登録範囲

　　　　株式会社髙畑の全組織、全活動を認証登録範囲とする。

　　事業の概要

    　　　　本社　　　　　　　     　

　　　　　九州支店・九州工場　　

40
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（１）　事業者名 株式会社　髙畑
　　　　　
　　　　　代表取締役　 髙畑　雅彦

（２）　所在地

〒　 577-0808　大阪府東大阪市長田中2-2-30
長田エミネンスビル5階

〒　 877-0061　大分県日田市石井町3-800

　　　　　東京営業所　 　 〒　 114-0002　東京都北区王子1-14-16プレド王子５階

（３）　環境保全関係の担当者連絡先

　　　　　環境管理責任者　：　 小西　規夫
　　　　　連絡担当者　　　　：　 小西　規夫
　　　　　連絡先　　 ＴＥＬ：06-6748-3231　FAX：06-6748-3234

（４）　事業規模

　　　　　資本金　 3,000万
　　　　　社員数　 名 （本社：1３名、九州支店：２3名、東京営業所：４名）
　　　　　売上高　 130,432万円

（５）　事業内容

金属製品・樹脂製品・クッションの製造・販売

（６）　環境年度

　　　　　期首：　2月　　期末：　1月（事業年度）

（７）　認証登録範囲

　　　　株式会社髙畑の全組織、全活動を認証登録範囲とする。

　　事業の概要

    　　　　本社　　　　　　　     　

　　　　　九州支店・九州工場　　

40

（2023年度）
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番号 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

1
二酸化炭素

排出量
（kg-CO2）

全社合計 134,162 108,640 148,938 123,460

全社合計 279,048 196,902 233,530 224,588

本社 12,862 11,784 11,163 10,975

九州支店 260,383 179,900 217,358 208,126

東京営業所 5,803 5,218 5,009 5,487

全社合計 7,857 5,264 5,387 6,933

本社 3,829 2,703 2,667 3,512

九州支店 2,449 1,623 1,093 2,206

東京営業所 1,579 938 1,627 1,215

1-3
LPG使用量

(㎏）
10,511 9,663

合計量 13,850 7,410 17,180 29,610

九州支店 13,850 7,410 17,180 29,610

２－２
一般廃棄物

（ℓ）
合計量 1,222 1,154 1,132 3,781

ｋgへ

☆電気のCO2排出係数は2018年度関西電力調整後排出係数0.344を使用（本社）

　　　　　　　　　　　　　　　　2018年度九州電力調整後排出係数0.347を使用（九州支店）

　　　　　　　　　　　　　　　　2018年度東京電力調整後排出係数0.455を使用（東京営業所）

　　環　　境　　負　　荷

1-1
電気使用量

（kＷh）

　　　　　　　　　　　　会計年度　期首：２月　期末：１月   （例　2020年度：2020年２月～2021年１月）

項     目

　　　　　　　　　　　　　　　　　＋ガソリン使用量✕2.32＋軽油使用量✕2.58+LPG使用量×3.00

1-2

ガソリン
使用量

（ℓ）

２－１
産業廃棄物

（kg）

☆☆二酸化炭素排出量＝電気使用量✕0.344（関電）＋電気使用量✕0.347（九電）＋電気使用量✕0.455（東電）
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実績

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

番号 項目 基準年実績 環境目標 環境目標 環境目標

基準年度実績 基準年度実績 基準年度実績

の１％削減 の2％削減 の３％削減

kg－CO2 132,820 131,478 130,137

基準年度実績 基準年度実績 基準年度実績

の１％削減 の2％削減 の３％削減

kＷh 276,258 273,467 270,677

基準年度実績 基準年度実績 基準年度実績

の１％削減 の2％削減 の３％削減

ℓ 7,778 7,700 7,621

2021年度

実績

㎏ 10,511

基準年度実績

の３％削減

ℓ 1,185

基準年度実績 基準年度実績 基準年度実績

の１％削減 の2％削減 の３％削減

㎏ 13,712 13,573 13,435

水使用量削減 水使用量削減 水使用量削減

取組 取組 取組

　 　 　 　

スキルアップ 目標経営計画 目標経営計画 目標経営計画 目標経営計画

を推進 を推進 を推進 を推進

　　環　　境　経　営　目　　標　（ 全　社 ）
　　　　　　　　　　　　会計年度　期首：2月　期末：1月   

1-1 二酸化炭素排出量
134,162

環境目標

1-2

電気使用量の削減
（2024年度ガス炉か
ら電炉へ変更の為目

標値再検証）

279,048

1-3
ガソリン使用量の

削減

7,857

測定不能水使用量の削減の取
組

3

　　　　　　　　　　　　　　　　　＋ガソリン使用量✕2.32＋軽油使用量✕2.58＋LPG使用量×３
☆☆二酸化炭素排出量＝電気使用量✕0.344（関電）＋電気使用量✕0.347（九電）＋電気使用量✕0.455（東電）

☆化学物質の使用はなし。

☆環境経営の観点から考慮して、産業廃棄物及び一般廃棄物は行動目標とする。

4

2021年度実績
10,5111-4 LPGの削減

一般廃棄物の
削減

2-1 分別活動推進 分別活動推進

産業廃棄物の
削減

2-2

1,222

13,850
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実績

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

番号 項目 基準年実績 環境目標 環境目標 環境目標

基準年度実績 基準年度実績 基準年度実績

の１％削減 の2％削減 の３％削減

kg－CO2 122,225 120,991 119,756

基準年度実績 基準年度実績 基準年度実績

の１％削減 の2％削減 の３％削減

kＷh 222,342 220,096 217,850

基準年度実績 基準年度実績 基準年度実績

の１％削減 の2％削減 の３％削減

ℓ 6,864 6,794 6,725

基準年度実績 基準年度実績 基準年度実績

の１％削減 の2％削減 の３％削減

㎏ 9,566 9,470 9,373

基準年度実績 基準年度実績 基準年度実績

の１％削減 の２％削減 の３％削減

ｋｇ 3,743 3,705 3,668

％

水使用量削減 水使用量削減 水使用量削減

取組 取組 取組

　 　 　 　

スキルアップ 目標経営計画 目標経営計画 目標経営計画 目標経営計画

を推進 を推進 を推進 を推進

☆環境経営の観点から考慮して、産業廃棄物及び一般廃棄物は行動目標とする。
☆☆二酸化炭素排出量＝電気使用量✕0.344（関電）＋電気使用量✕0.347（九電）＋電気使用量✕0.455（東電）

　　　　　　　　　　　　　　　　　＋ガソリン使用量✕2.32＋軽油使用量✕2.58＋LPG使用量×３

2-2
産業廃棄物の
リサイクル率

92

3
水使用量の削減の取

組

測定不能

90%以上 90%以上 90%以上

4

☆化学物質の使用はなし。

2-1
一般廃棄物の

削減

3,781

1-4 LPGの削減
9,663

1-2

電気使用量の削減
（2024年度ガス炉か
ら電炉へ変更の為目

標値再検証）

224,588

1-3
ガソリン使用量の

削減

6,933

　　次　年　度　環　　境　経　営　目　　標　（ 全　社 ）
　　　　　　　　　　　　会計年度　期首：2月　期末：1月   

環境目標

1-1 二酸化炭素排出量
123,460
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項　　　　目 具　体　的　な　活　動 頻度 本社
九州

営業所
九州
工場

東京
営業所

１．二酸化炭素排出量 　①昼休みの消灯 毎日 〇 〇 〇 〇

　②使用時以外のトイレの消灯 毎日 共有 〇 〇 〇

  1-1.電気使用量 　③ＯＡ機器,空調機の退社時の電源オフ 毎日 〇 〇 〇 〇

　　　の削減 　④空調機の室内温度設定・実施の徹底 毎日 〇 〇 〇 〇

　⑤空調機フィルタ-の定期的清掃　 適時 〇 〇 〇 〇

　⑥日よけ、ブラインドによる室温上昇防止
　　（夏季）

毎日 〇 〇 〇 〇

　⑦使用しない設備・機械の電源遮断、プラグ抜き 毎日 〇 〇 〇 〇

　⑧節電表示の徹底 毎日 〇 〇 〇 〇

   ⑨使用時季(夏・冬)以外はブレーカーを切る(空調機) 適時 - - - -
他機器に影響
がある為実施
せず

　1-2　ガソリン使用料
　①社用車エコドライブの推進・徹底
　（アイドリングストップ、経済運転など）

毎日 〇 〇 〇 〇

　　　の削減
　②車両点検の実施
　（車の状況、タイヤ空気圧チェックなど）

適時 〇 〇 〇 〇

　③低燃費代車を増やす 適時 〇 〇 〇 〇

本社以外の社
用車は軽に変
更。水素自動
車（ミライ）も導
入。

　④社用車の車両別燃費の把握 毎月 〇 〇 〇 〇

２．廃棄物のリサイクル化 　①廃棄物の分別促進 毎日 〇 〇 〇 〇

　　と廃棄物排出量 　②リサイクル促進 毎月 〇 〇 〇 〇

の削減 　 ③適切な業者の選定と引渡 適時 〇 〇 〇 〇

（一般・産廃共通）    ④マニフェスト伝票の適切な管理 適時 〇 〇 〇 ー

３．水使用量の削減 　①節水ステッカ－表示 毎日 共有 △ △ △

　②節水の工夫と実施（適量の給湯、出しっ放し防止など） 毎日 〇 〇 〇 〇

４．ＢＣＰの取り組み 事業継続力計画の策定と実行 随時 〇 〇 〇 〇

５．スキルアップ目標 座学OJTによるスキルアップ。スキルアップチェックで進捗確認 適時 〇 〇 〇 〇

　　環境経営計画及び評価

評価基準　　

九州支店

○：出来た
△：改善の余地あり
×：出来なかった
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項　　　　目 具　体　的　な　活　動 頻度 本社
九州

営業所
九州
工場

東京
営業所

１．二酸化炭素排出量 　①昼休みの消灯 毎日

　②使用時以外のトイレの消灯 毎日 共有

  1-1.電気使用量 　③ＯＡ機器,空調機の退社時の電源オフ 毎日

　　　の削減 　④空調機の室内温度設定・実施の徹底 毎日

　⑤空調機フィルタ-の定期的清掃　 適時

　⑥日よけ、ブラインドによる室温上昇防止
　　（夏季）

毎日

　⑦使用しない設備・機械の電源遮断、プラグ抜き 毎日

　⑧節電表示の徹底 毎日

   ⑨使用時季(夏・冬)以外はブレーカーを切る(空調機) 適時 × × × ×
他機器に影響
がある為実施
せず

　1-2　ガソリン使用料
　①社用車エコドライブの推進・徹底
　（アイドリングストップ、経済運転など）

毎日

　　　の削減
　②車両点検の実施
　（車の状況、タイヤ空気圧チェックなど）

適時

　③低燃費代車を増やす 適時

　④社用車の車両別燃費の把握 毎月

２．廃棄物のリサイクル化 　①廃棄物の分別促進 毎日

　　と廃棄物排出量 　②リサイクル促進 毎月

の削減 　 ③適切な業者の選定と引渡 適時

（一般・産廃共通）    ④マニフェスト伝票の適切な管理 適時

３．水使用量の削減 　①節水ステッカ－表示 毎日 共有 ー

　②節水の工夫と実施（適量の給湯、出しっ放し防止など） 毎日

４．ＢＣＰの取り組み 事業継続力計画の策定と実行 随時

５．スキルアップ目標 座学OJTによるスキルアップ。スキルアップチェックで進捗確認 適時

　　次年度環境経営計画
九州支店

評価基準　　
○：出来た
△：改善の余地あり
×：出来なかった
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　　環境経営目標の実績、評価と今後の取組内容

取組期間：2022年2月～2023年1月（2022年度）

項　　目
2019年度

実績

2022年度
目標値
（△3％）

2022年度
実　績

達成
度

判
定

評 価 及 び 今 後 の
取組み内容

CO2 排 出 量
（kg-CO2）

134,162 130,137 123,460 105% ○

電 気 使 用 量
（kＷh）

279,048 270,677 224,588 121% ○

ガソリン使用
量（ℓ）

7,857 7,621 6,933 110% ○

ＬＰＧの使用量
（㎏）

10,511 9,663 109% ○

一般廃棄物の
削減(ℓ）

1,222 1,185 3781 ー —

産業廃棄物の
削減（kg)

13,850 13,435 29,610 45% ―

水使用量 ー ー ー ー △
（共同メーター及び井
戸水を使用の為測定
不能）

教育訓練活動

スキルアップ
による商品力
及びサービス

の向上

スキルアッ
プに製品
力（品質

等）、合わ
せて商品
力、サービ
スの向上

100% 〇

改善活動を実施。点数
制度を設けモチベ―
ションの維持を行いな
がら継続。又、外部の
研修等を使い次世代
のリーダーを育成。

BCPの策定 － －

書面作成。
全社への
説明、意見
徴収

100% △

東京海上日動のコン
サルタントを受け、事
業継続力計画の申請
及び全社展開中。WO
トーク等機密性の高い
SNSを導入し安否確認
等を容易に取れるシス
テム等を取組中。

・一般廃棄物評価基準
変更。今後も削減意
識。
・産業廃棄物プラス
チック、モックス燃料に
再利用化を確認。

電気使用量、ガソリン
使用量共に目標値を
達成した。現場の改善
活動のが大きく寄与。
本年度はバネの熱処
理炉を、より高燃費な
ものに更新予定。
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具体的な取組状況

 ①節電（継続） ②BCPの取組（防火訓練・継続）
（昼休みの消灯）

　 ③BCP取組（防災対策） ④分別（継続）
（工場内消化器場所の地図作成）

⑤リサイクル（継続） ⑥防災措置

⑦スキルアップ（基準書の作成） ⑧改善活動によるムダの削減
(資源の無駄、時間の無駄削減） （資源の無駄削減）
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　　環境法規一覧及び遵守評価
遵守評価の結果、環境法規の違反はありません。
なお、関連機関からの指導や訴訟もありません。
周辺からの苦情もありません。

遵守評価日：2022年4月1日　　評価者：小西　規夫

法規制等 適用内容 対象設備、施設 届出 遵守事項  （法規制/自主規制） 頻度等 記録 遵守評価 コメント

廃棄物処理法 産業廃棄物の保管 産業廃棄物置場 1.表示板の設置 設置時 （表示板） ○ 苦情なし

2.清掃実施、飛散、漏洩防止 1回/週（確認） － ○ 苦情なし

委託契約書 委託業者 （法規制）

－ 1.委託契約書（書面） 契約時 委託契約書 ○ 問題なし

マニフェスト伝票管理 委託業者 1.マニュフェストの発行、管理 処理委託時 マニュフェスト伝票 ○ 問題なし

　　 2.各票の受領確認 発行後 マニュフェスト伝票 ○ 問題なし

産業廃棄物管理票交付等 産業廃棄物
1.マニフェスト伝票の集計（4月～翌
年3月の1年分） 1回／年 産業廃棄物管理票交付等 ○ 問題なし

状況報告
2.マニフェスト伝票の携帯（同年4月
～6月に届出） 1回／年 状況報告書 ○ 問題なし

家電リサイクル法 特定家電 テレビ、エアコン
1.リサイクル料支払い（発生時の
み） 廃棄時 業者報告書等 ○

冷蔵庫など 2.廃棄時の適正処置（発生時のみ） 廃棄時 業者報告書等 ○

PCリサイクル法 PC、周辺機器使用 パソコン類 1.廃棄時の適正処置（発生時のみ） 廃棄時 業者報告書等 ○ 該当なし（リース物件）

自動車リサイクル法 公用車の適切な廃棄 公用車 －
1.リサイクル料支払い（発生時の
み） 支払い時 領収書 ○ 該当なし

2.廃棄時の適正処置（発生時のみ） 廃棄時 業者報告書等 ○ 該当なし

フロン排出抑制法 業務用エアコンの使用、廃棄 業務用エアコン 1.定期点検の実施（3ヶ月毎） 適時（3ヶ月毎） 点検表 ○ 九州支店のみ

（フロン使用） 室外機 2.廃棄時の適正処理（発生時のみ） 廃棄時 領収書、業者報告書等 ○ 九州支店のみ設置

　　処理委託書提出、処理報告書の
受理 当年度廃棄なし

消防法 適正な保管 倉庫 － 1.規定保管数量の遵守 購入、保管時 － ○ 問題なし

（適用外：指定数量の1/5） 潤滑油：6000×1/5＝1200ℓ 2.5Sの推進、漏洩なきこと 使用時 － ○ 問題なし

浄化槽法 九州支店 九州支店 ー 法定検査 1回/年 検査書 〇

テレビ、冷蔵庫全社設
置あり。エアコンは九
州支店のみ。他事業
所は事務所埋込式。
賃貸物件家主管理。
当年度廃棄なし。
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代 表 者 に よ る 全 体 の 評 価 と 見 直 し 記 録
１.　全体の評価

No. 評　価　事　項 評　価　結　果（指 摘 事 項） 改 善 内 容（次回の取組） 期 限 改善責任者

1
継続して取組 環境管理責任者

小西　規夫

2
継続して取組 環境管理責任者

小西　規夫

3
苦情・要望などは発生していない。 継続して取組 環境管理責任者

小西　規夫

4
工場主導での工場内改善活動の 継続して取組 環境管理責任者

推進。 小西　規夫

5
その他指示事項 特になし 継続して取組 環境管理責任者

小西　規夫

２.　 全 体 の 評 価 と 見 直 し 実施日：2023.4.１
　　 全 体 の 評 価

　　見直し事項
No. 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの見直し事項 見直し結果 改 善 内 容（次回の取組） 期 限 改善責任者

1
環境方針、環境目標、環境活動 環境管理責任者

　の変更の必要性 小西　規夫

2
環境経営システム 環境管理責任者

　 の変更の必要性 小西　規夫

3
実施体制の変更の必要性 環境管理責任者

小西　規夫

③ガソリン・・・コロナ禍より回復基調に
ともない営業活動の活発化により増
加。

機能不全が見られない為、見直しの必
要なし

機能不全が見られない為、見直しの必
要なし

機能不全が見られない為、見直しの必
要なし

環境目標の達成度
活動の進捗状況等の確認

電力の使用量等は目標値を達成するものの、CO2の排出量の目標が未達。2019年度のコロナ禍時期の取組であった為目
標値の設定難易度も高かったように思う。工場内の改善活動が寄与している。本年度は、バネの熱処理炉をガス炉から電
気炉に変更予定であり、電気の使用量の増加は見込まれるがガスの使用量は削減できる。（設備変更12月、本格稼働は次
年度）その為、CO2の排出量は減少するものと見込まれる。今後も事業活動を行うにあたり、環境負荷低減を意識行動する
事を継続していく。

ただし、電車利用の可能な訪問先へは
極力電車訪問を活用。

④廃棄物・・・工場の継続的な改善活動
を実施中。

環境に関する苦情や要望対応
状況

前回の代表者の指示事項への
対応

環境関連法規等の順守状況

遵守できている。

特に問題はなし

①電力・・・工場の製造活動再開により
電力使用量が増加するものの計画内。

②LPG・・・製造活動再開により大幅増。
本年度末により燃焼効率の良い炉へ更
新。環境不可を低減。
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